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■比叡山坂本観光ボランティアガイドの会・石積み（表紙写真）

広告募集中

詳細はセンターまで
お問い合わせください。

大河ドラマを、さきどり！
　　　　明智光秀、ゆかりの地をあるく

観光ボランティアガイドの
山本克也さん

春の坂本は山王祭や

桜が美しく

みどころたくさん！

　　コラム　～中面より～

大津ってこんなにすごいの？

身近なところに脈々と続く歴史や自然の豊かさに驚くばかり。

そして、それを大切にしている人々。

それが大津の魅力。

表紙・中面　

水彩画イラスト ： 川村　昌子
～編集後記～

今回のちぇけらっで、最後のお仕

事になりました。センターのお仕

事でたくさんの方に出会い、助け

ていただきました！本当にありが

とうございました。（佐賀枝）

～おおつのディープな世界～

比叡山坂本地区およびその周辺の自然風土や歴史文化、物産などを

郷土愛とボランティア精神をもってお客様をご案内しています。　

2020年のＮＨＫ大河ドラマ「麒麟がくる」では、比叡山坂本地区

にもゆかりが深い明智光秀公が主役に決定しました。今後、放映に

向けて多くのお客様が訪れてくださることが予想されますが、大津

市民の皆さまにもこの機会に、ぜひとも、ゆかりの地をお訪ねいた

だきたく思います。その際には、私たちガイドが、分かり易く、

丁寧にご案内させていただきます。

《観光ボランティアガイドのご案内》　

　●http://www.hieizansakamoto.jp/volunteer-guide.html

《研修を受講したのちガイドになりたい方》

　●hieizansakamotoguide@gmail.com

（写真左下）
  “近江の正倉院”と呼ばれる「聖衆来迎寺」
  重要文化財の表門は滋賀県内最古の城門の
  遺構で、坂本城の城門を移築したものといわれる。

（写真右下）
  “明智寺”とのいわれの「盛安寺」
  明智公陣太鼓や明智光秀公供養塔、御位牌が
  祀られている。

楽しく描く！水彩画・イラスト教室　
受講生募集中

会場：明日都浜大津１階

月謝：3,500円（水・土曜開講）

問合せ：090-8192-4416

講師：石田泰也
見学は随時受け付けています

（写真右上）
  比叡山から澄み切った水が石積みの水路を流れる。

（写真左上）
  坂本の山辺の道から琵琶湖が一望できる



食がつなぐ ふるさとの知恵

1000年のリズムが 響きあう

観るより参加が 祭の醍醐味

■志賀郷土料理の会

■仰木太鼓保存会

■大津祭曳山連盟

小学3年生から
　鐘に参加可

老若男女
だれでも参加可

若い世代の参加
大歓迎

体験、発見　はじまる春　
ちぇけらっVol.12　特集

何か始めたい・・。

そんなとき、大津でしかできないコトをやってみませんか？　

　　知らなかった大津の魅力が見えてきます。

子どもも
参加できます

～おおつのディープな世界～

「大津まちなか大学大津祭学部」
ただいま、受講生募集中！

　「地域の高齢者から郷土料理を学び、次の世代につ

なぐ」ことを目的に、地元のお年寄り２人、ボランティ

ア２人のボランティアサークルからスタート。15年以

上も活動が続き、今では20名近いメンバーが参加さ

れています。2006年には「食べつなぐふるさとの食事」

という本も出版されました。

　「ふるさとの料理には、季節や自然に対する想い、豊

かさがつまっています。」と原さん。毎月の活動だけで

なく、イベントでは郷土料理のお弁当の販売、そして

子どもたちへの食育活動など積極的に行われていま

す。今は家庭の味をお姑さんやお母さんに教えてもら

う機会も少ない。ここでは楽しくおしゃべりしながら大

津のお母さんたちと一緒に美味しく、健康な食の知恵

を学ぶことができます。

　「そーれっ」「よーっ、ドンッ、ドンドン・・」、力強い太鼓の

リズムが会館全体を包み込み、ビリビリっと全身に響く。

平成6年にできた仰木太鼓会館では、小学生グループ、マ

マさんグループ、仰美（青年部）グループの３つのグルー

プが練習を行っています。仰木太鼓の歴史は古く、平安中

期の小椋神社の祭りの合図が始まりとも言われ、今も伝

統を重んじてショー的なアレンジや振り付けはなく、神に

祈りを込め打ち鳴らされます。

　練習に参加している子どもたちは「早打ちは難しいけれ

ど、最後にみんなでリズムが揃うと気持ちがいい」と太鼓

の魅力を照れくさそうに教えてくれました。「仰木太鼓は

主役や脇役がなく、子どもと大人が一緒に相打ちもできま

す。最近は、瀬田や野洲からも参加しているママさんもい

るんですよ。」と指導者の鑓さん。1000年の時を超えた、太

鼓のリズムを子どもから大人まで習うことができます。

　湖国三大祭のひとつ「大津祭」は、江戸時代に制作され

た13基の曳山にからくり人形や趣向を凝らした町衆文化

が息づく秋の風物詩。「鐘は小学3年から6年まで。大きな

ったら太鼓や笛に移っていく。私も9歳から鐘を鳴らし、笛

や太鼓を50年間やってましたよ」と地元っ子の元田さん。

　大津のまちなかもマンションに住む転入者が増え、町内

だけでやってきた祭りの継続も難しくなってきました。今

は町内会とは別に、保存会ができたところもあり、町内で

なくても祭りに参加できます。元田さんは「国指定の重要

無形民族文化財になったことで、みんなの祭りになった。

たくさんの人に関わってもらえたら嬉しい。」という。祭りは

敷居が高いと思いがちだが、保存会に入ればお囃子に参

加できたり、「大津まちなか大学大津祭学部」（5/18〆切）

を受講すればガイドになれるなど、誰もが担い手となって

参加することができます。

問合せ：フェイスブック「志賀郷土料理の会」

活動場所：木戸支所（大津市木戸58）

活動日：毎月第三木曜日

問合せ：大津祭曳山連盟　077-525-0505

活動日：練習は9月16日のくじ取り後から始まる

問合せ：仰木支所　077-572-0028

活動場所：仰木太鼓会館（仰木4丁目2-50）

活動日：

　●小学1年と自由クラス《月曜16：30～18：00》

　●小学２年～6年《木曜16：15～18：00》

　●ママさんの部《第3金曜20時～21時》

　●仰美会（青年部）《第3土曜20時～21時》

大津祭曳山連盟理事長の元田さん

大津には自然と共生
する暮らしの知恵が
詰まってます！

毎年5月３日の仰木祭りや８月の夏祭り、
運動会や敬老会などで披露しています！

昨年、小学3年生の
授業で大津祭をと
りあげてくれて嬉
しかったなぁ

指導者の方 と々少年部のみなさん

郷土料理研究家の原さんと
　　志賀郷土料理の会のみなさん

Kido

Ougi

Chuou


